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・平成２７年度ＳＰＯＤ事業評価委員会からの指摘事項に対する対応策について
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について 

・平成２８年度大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅠ）【新任職員研修】
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平成２７年度ＳＰＯＤ事業評価委員会からの 

指摘事項に対する対応策について（案） 

 

■平成２７年度事業評価委員会からの指摘事項のポイント 

１．ＦＤ・ＳＤに関する調査・研究の実質化 
  ・職員がＳＰＯＤの研修を受けて，具体的にどのような業務で成果を挙げることがで

きたか，何を改革することができたかを検証してはどうか。 
  ・研究テーマにある連携の効果や組織変容の検証はＦＤであれ，ＳＤであれ，重要な

ポイントである。 
 
２．「ＳＰＯＤ将来構想」の具体化 

・ＳＰＯＤ内講師派遣の今後のあり方について 
・ＦＤ重点化の方向性について 
・ＳＤ義務化の法制化を踏まえたＳＰＯＤ内での「ＳＤ」の規定の再考について 

 
３．ＳＰＯＤ事業・運営の各加盟校の関わりについて 
  ・各加盟校の自律（立）的運営への促進のためのＦＤ担当者養成，ＳＤＣ養成は引き

続き重要な課題である 
→コア校（国立４大学）ネットワークに加盟校がぶら下がるような階層構造を生

むといった懸念もある。 
→ＳＰＯＤにとっては四国全体で連携することがテーマとなるのであろうが，

それ自身十分広域的であり，４国立大学が各県の拠点として機能せざるをえな

い面があるのではないか。 
・コア校以外の加盟校，私立大学の関わりが見えづらい。 

 
 

■今後の対応について  

１．ＦＤ・ＳＤに関する調査・研究の実質化 
平成２７年度まで，ＦＤ，ＳＤ各専門部会で組織変容等の調査・研究内容を検討してき

たが，今年度以降，調査・研究の内容について再度検討し，調査・研究を進める。 
 

（１） 平成２８年度中に，これまでの年次報告書における各大学の報告内容をもとにＳＰ

ＯＤ事業（ＦＤおよびＳＤ）の効果をまとめて，ＳＰＯＤフォーラムのポスターセ

ッション，大学教育学会課題研究集会，京都大学大学教育研究フォーラムなどの学

会・研究会等での報告を目指す。本取組では，ＦＤ専門部会で高知大学が中心とな

って検討している組織変容に関する調査研究を発展させて実施することを検討する。  
 
（２） ＳＤ専門部会では大学行政管理学会等での報告を促進する。 

 
２．「ＳＰＯＤ将来構想」の具体化 

平成２７年度総会で了承された「ＳＰＯＤの将来構想」で決定した方針のうち，ＳＰＯ

Ｄ内講師派遣，ＦＤの焦点化等今後の具体的な方針について，コア運営協議会，ＳＰＯＤ

将来構想ワーキンググループ等で中長期的に議論を進める。また，ＳＤの義務化に伴い，

ＳＰＯＤの中での「ＦＤ」および「ＳＤ」の規定の再考について改めて検討する。 
 
 

資料１－１（会議後修正）



（１） ＳＰＯＤ内講師派遣について，継続的に講師養成（講師の内製化）を行う。また，

プログラムの見直しを行い，複数講師が担当できるプログラムを増やす。 
 
（２） ＦＤ担当者研修を提供することにより，各大学におけるＦＤ担当者への支援を充実

させる。 
 
（３） ＦＤ及びＳＤの義務化に対応するため，ＳＰＯＤにおけるＦＤ及びＳＤの整理を進

める。 
 

（４） 長期的方針として記載した「安定的な財政基盤を維持する」という項目を踏まえ，

ＳＰＯＤ加盟校以外の参加者の研修料の見直しなどについて検討する。 
 
３．ＳＰＯＤ事業・運営の各加盟校の関わりについて 
ＳＰＯＤ事業の実施，運営にあたっては，ネットワーク規約等に基づき，コア校が中心

となってＳＰＯＤ事業を実施している。なお，各加盟校がＳＰＯＤ事業やＳＰＯＤの枠組

みを積極的に利用し，主体的に取り組んでいる実例を発信していく。 
 
（１） ＳＤのレベルⅠ研修やＳＰＯＤフォーラムのＳＤプログラムでは，コア校以外の職

員が講師を担当している。次世代リーダー養成ゼミナールの修了生などが講師を担

当する事例など，コア校以外の職員が研修講師を担当しているような事例を広く発

信していく。 
 

（２） 引き続きＳＤＣの輩出を促進する。 
 

（３） ＦＤ担当者研修を提供することにより，各大学におけるＦＤ担当者への支援を充実

させるとともに，講師派遣においてもコンサルテーションを紹介し，より主体的な

研修を実施できるように支援する。 
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平成２７年度ＳＰＯＤ事業の評価について（案） 

ＳＰＯＤでは，毎年度事業評価を行い，次年度の事業に活用することとしている。

このたび，平成２７年度事業について，「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（ＳＰＯＤ）事業

評価委員会委員から活動報告書及びヒアリングをもとに評価をいただいた。

各委員からは，ＳＰＯＤ事業の中長期的方針や四国４県でのＳＰＯＤフォーラム持ち回り開催の決定，

ＳＰＯＤ内講師の活用等により様々な事業を継続していること等について高い評価をいただいた。一方

で，研修を受講したことによる受講者本人への効果や組織等への波及効果の検証が求められた。各委員か

らの主な意見は以下のとおり。

【１】活動計画及び活動実績について

①ＦＤ

（強み）

【新任教員研修】

・国立４大学の新任教員研修が体系化されていること。

・新任教員研修プログラムは標準化されており、コア校のどちらにおいても同様の効果が得られるよ

うにされている。

・新任教員研修プログラムの標準化と展開。

【各種プログラム】

・アクティブ・ラーニングやＩＣＴ活用の教育手法についての研修が行われていることは、現在の大学

教育にとっては大変重要なことと考える。

・「アクティブ・ラーニング」「ＩＲ」「障がい学生支援」等，時節に応じたコンテンツの提供。

・「高等教育のプロフェッショナルを輩出する」という明確な目標を掲げ、単発のイベント開催にとど

まることなく、体系的に各種ＦＤプログラムを提供している点、それらのプログラムが多彩である点

が素晴らしい。

・これまで実施されてきているプログラムを継続的に展開できている組織的な基盤。

（弱み）

【ティーチング・ポートフォリオ】

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップの参加者の満足度は高いが、参加者数が少ない。

開催校も愛媛大学と徳島大学に限られており、加盟校への広がりが見えない。愛媛県立医療技術大学

での講師派遣研修では３５名の参加があり、ニーズがないわけではないと思われる。大学がティーチ

ング・ポートフォリオをどのように位置づけるのか考え方に温度差があるのではないか。

【私立大学教員のＦＤ】

・全国的な状況からすれば弱みといえないとは思うが、これまでのＳＰＯＤの実績からして、学力がボ

リュームゾーンにある私立大学の教員のＦＤについて研究・研修を深めていただきたい。

【ＳＤとの関係性】

・いわゆる教授能力の向上にとどまらないコンテンツの提供もなされ始めているようだが（例えば会

議マネジメント等），職員研修（従来のＳＤ）との関係を整理する必要性があるかもしれない。

【ＦＤ事業全般】

資料１－２
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・将来構想ＷＧにおいて事業見直しの検討へ着手し，ＦＤプログラムをＳＰＯＤフォーラムに集約，Ｆ

Ｄ担当者（ＦＤファシリテーター？）の養成支援など，各大学でＦＤが自律（立）的に行われていく

ような布石を打ったことは，「Ｓｈｉｋｏｋｕ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ ａｎｄ Ｏｒｇａｎｉ

ｚａｔｉｏｎａｌ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｎｅｔｗｏｒｋ ｉｎ Ｈｉｇｈｅｒ Ｅｄｕｃａ

ｔｉｏｎ」にある「Ｎｅｔｗｏｒｋ」の形成に資するものとなっていく可能性がある。しかしながら，

コア校（国立４大学）ネットワークに加盟校がぶら下がるような階層構造を生むといった懸念もあ

る。

②ＳＤ

（強み）

【新任職員研修】

・新任職員研修を複数の大学からなるコンソーシアムで実施することにより、大学の設置形態を越え

た職員間のネットワーク構築に役立てようという発想はよくあり、他の組織でも取り組まれている

ものである。ＳＰＯＤではこのプログラムの講師を加盟校の教職員が担当している。これは講師養成

をＳＰＯＤ事業の中に組み込んでいるからであり、他の組織ではなかなかできていないことである。

高等教育の専門家に任せて終わりがちな講師活動を、職員が担うことにより本人の「教える技術」や

「フィードバック法」のスキルアップを図っているのみならず、職員の経験が盛り込まれた研修は受

講者にとっても良質なものになっていると思われる。ＳＤＣ資格認定も実施し、職員にこうしたこと

にチャレンジさせている点はＳＰＯＤ事業のもっともすぐれた点である。

・新任職員研修プログラムの継続と，更新（見直し）の実施。

【大学人・社会人としての基礎力養成講座】

・ＳＰＯＤ設立８年目を契機に、当初作成したカリキュラムマップや到達目標を見直すため、「大学人・

社会人としての基礎力養成プログラム」見直しワークショップを開催し、新たなプログラムを作成し

たことは評価できる。

・階層別プログラムになっていること。

【ＳＤ事業全般】

・設置形態を超えた取り組みになっていること。

・国際化や，社会（地域）連携といった新たなプログラムの追加。

・修了生が、次の機会に講師となるよう、持続的な発展のできるサイクルをつくっていること。

（弱み）

【ＳＰＯＤ－ＳＤＣ，講師養成講座】

・ＳＰＯＤ－ＳＤＣ資格認定者については、Ｈ２３年からＨ２７年までに１３名の認定者を出し

たものの、愛媛大学が１２名を占め、他の大学に広がっていなかった点は残念である。四国の国

立大学４校がコア校として中心的な役割を担っている形をとられているが、相当部分を愛媛大

学の力量に頼りがちな運営実態となっているのではないか。

・各加盟校において学内研修の講師を担う者（職員）が現れているということで，ＳＤ講師養成講

座の成果とすることは理解できる。各大学でＳＤが自律（立）的に行われていくことをねらって

いると思われるものの，講座の内容がマイクロティーチングなのであれば，ＦＤ（特に新任研

修）との関係を再考しても良いかもしれない。
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・ＳＤに対する考え方（アプローチ）の違いがあると思われるので，言及するのはこれで最後にす

るが，「講師」養成という捉え方にはやはり違和感を覚える。

【ＳＤ事業全般】

・学生実態の把握についてのプログラムが見当たらないこと。多くの大学の職員の業務実態を見

ていると、国や社会の動向を一定程度視野に入れたり、ルーチンワークの高度化には力がそそが

れるようになってきた。しかし、多くの場合、全国的な学生の状況や自大学の学生の定量的・定

性的な実態を踏まえた仕事にはなっていない。現場レベルでの具体的事例を取り入れた、学生実

態把握の方法論の研修があれば、実際の業務改革につなげていくことができるようになると考

える。

・将来構想ＷＧにおいて「ＳＤ義務化などの政策へ対応する」という検討もあったようだが，第４

２回大学教育部会（２０１６．０２．１７）配付資料（資料３－２）であるように，『「職員」に

は，事務職員だけでなく，教員や技術職員を含む。』というのが大学設置基準等の改正ポイント

である。ＳＰＯＤでは，ウェブサイトでＳＤを規定してきたが（中央教育審議会答申「学士課程

教育の構築に向けて」用語解説），再考の必要性が生じるのではないだろうか。

③組織運営等

（強み）

【中長期的方針の策定】 

・将来構想ＷＧでの検討が開始され，ＳＰＯＤの将来構想案が取りまとめられたこと。平成３５

年度までの長期的な方針（５項目）と平成２９年度までの中期的な方針（３項目）が，ツリー

構造で策定されたことにより，運営の方向性や取組みに関する評価を行いやすくなるはずであ

る。

【ＳＰＯＤフォーラム】

・ＳＰＯＤフォーラムを四国各県で持ち回り開催することについて決定されたこと。

・ＳＰＯＤフォーラムは非加盟校からも多くの参加者を集め、国内最大規模のＦＤ・ＳＤの研究

交流の機会となっている。扱われるプログラムも多彩であり、このような場を全国に解放され

ていることは評価できる。また、全国に解放しつつも、参加者の過半数を加盟校が占めている

ことも大いに評価できる。

【ＳＰＯＤ事業全般】 

・『ＳＰＯＤ事業の定量的指標達成度一覧』の作成。

・四国内のほとんどの高等教育機関が参加していること。

・コア校は、会議開催や事業実施に際して、可能な限り一校集中を避けようと努めていること。

（弱み）

【コア校とコア校以外の加盟校とのバランス】

・私立大学の主体性が不充分なこと。コンソーシアム京都は私立大学が中心となって活動をして

いるが、ＳＰＯＤの場合は国立大学が中心である。コンソ京都とＳＰＯＤはその活動について趣

を異にする点もあることや京都は有力な私立大学が多いことなどの条件もある。しかし、学力中

間層を多く抱える四国の私立大学は、個別大学だけで教育改革を推進しようとしても極めて困

難なはずである。全国にも極めてまれな、ＳＰＯＤという協働の場があるのだから、私立大学の
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主体的な参加を促す取り組みができれば、ＳＰＯＤ自体の活動も一層発展すると考える。

・結果的にコア校（国立４大学）ネットワークとなっているように思われること。加盟校のコメン

ト（想い）が事業評価委員には見え難い。失礼な表現かもしれないが，供給するコア校と消費す

る加盟校といったバランスになっている感は否めない。前述したが，ＳＰＯＤをネットワーク・

モデルとして捉え直していくことは今後に期待される。

・各加盟校自身の自律的運営の促進のためには、各校におけるＦＤｅｒやＳＤＣの養成が引き続

き重要な課題となるであろう。また、ＳＰＯＤにとっては四国全体で連携することがテーマと

なるのであろうが、それ自身十分広域的であり、４国立大学が各県の拠点として機能せざるを

えない面があるのではないか。その方面も模索されたら、いかがであろう。

【２】次年度実施に向けての提案

【調査研究】

・ＳＰＯＤの取組を受けた教員の満足度も重要な指標であるが、それらの教員の教育を受けた学

生の満足度や学生の成長度合いを測ることのできる指標の研究もできないだろうか。

・職員については、ＳＰＯＤの研修を受けて、具体的にどのような業務で成果を挙げることができ

たか、何を改革することができたか、を検証することができることができないだろうか。これが

できるようになれば、ＳＰＯＤのＳＤは一層評価を高めることになると考える。

・Ｈ２７年度計画では調査研究プロジェクト事業があげられていたが、総括の中では触れられて

いない。研究テーマにある連携の効果や組織変容の検証はＦＤであれ、ＳＤであれ、事業評価の

重要なポイントであるから、適切な体制と予算を配分し、調査に取り組むことには意義がある

と思われる。本来であれば、Ｈ３５年度長期計画を策定するにあたっての基礎的な調査に位置

付けられれば良かったと思われる。

【ＳＰＯＤ事業全般】

・ＳＰＯＤ将来構想ワーキンググループを開催し、平成３５年度までの長期的方針が決定されて

いる。ＳＰＯＤ内講師派遣は加盟校のニーズも高いように思われるが、「既存のＦＤ／ＳＤプロ

グラムをＳＰＯＤフォーラムに集約する」ことにより、ＳＰＯＤ内講師派遣は廃止に向かうの

であろうか。一方、Ｈ２９年度までの中期的方針においては、ＳＤプログラムの体系的実施を行

うとされ、その充実の方向性が具体化されているが、ＦＤの重点化の方向性はあまり見通せて

いないように見える。ＳＤにおいて、とりわけ職務別能力養成プログラムが体系化されようと

していることに注目したい。

・ＳＰＯＤ将来構想案が示されたことにより，各事業の見直し（分類等）については行われないと

思われるが，前述した通り，ＳＤに関する対象が再考されれば，ＳＰＯＤにおけるＦＤ／ＳＤの

考え方にも影響が及ぶと考えられる。ＳＰＯＤの創業メンバーにあわせた事業分類であったこ

とは明らかであり、ＳＰＯＤの第二期を描くためには大胆に刷新していくことも重要であろう。 

【事業評価】

・事業年度ごとの予算・決算状況も報告書に記述し、事業評価の指標に組み込むべきであろう。

また、加盟校の教職員数に対する事業参加者数の割合も事業評価の指標とすることを検討して

はどうか。

・事業評価委員会の運営方法等について見直す必要があるかもしれない。



ＳＰＯＤフォーラム２０１６の開催について（案）

（趣旨）
 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ネットワーク略称＝ＳＰＯＤ）」の企画と
して、ＳＰＯＤの実施する研修プログラム等を集中的に提供する。

（主催）
四国地区大学教職員能力開発ネットワーク 

（後援）
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室（教職員能力開発拠点）

（日時・会場）
日時 平成２８年８月２４日（水）～ ８月２６日（金）
会場 愛媛大学城北キャンパス 共通講義棟Ｂ，総合教育棟１，南加記念ホールほか 

（全体テーマ） 
  経験を学びに変える 

（参加対象者）
１．「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」加盟校の教職員
２．１．以外で，高等教育機関に所属している方及び高等教育行政に携わって 

いる方 
※ＳＰＯＤ加盟校の参加者を優先する。
※民間企業に勤務している方の参加はお断りする。

（研修料）
１．「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」加盟校の教職員 無料
２．１．以外で，高等教育機関に所属している方及び高等教育行政に携わっている方 

７，０００円 

（内容）
 あらゆる立場の教職員が、その場でスキルアップにつながるような実践的なプログラム
を提供する。 

（今後のスケジュール（予定）） 
４月２５日（月） 各コア校が担当するコマのタイトル・講師等の提出期限 

（提出先：ＳＰＯＤ事務局（愛媛大学教育企画課）） 
５月１７日（火） ポスターセッション申込開始 
５月２０日（金） シラバスの提出期限

（提出先：ＳＰＯＤ事務局（愛媛大学教育企画課））
６月上～中旬 案内チラシ作成 
６月１４日（火） ネットワークコア運営協議会においてプログラムの最終確認
６月１４日（火） ポスターセッション申込締切 
６月中～下旬 案内文書送付（ＳＰＯＤ加盟校を含む全国の大学） 
６月２３日（木）正午 
７月 ８日（金）正午 

ＳＰＯＤ加盟校向け参加申込開始 
ＳＰＯＤ加盟校向け参加申込締切 

７月１１日（月）正午 
７月１２日（火）正午 

ＳＰＯＤ加盟校外講師及びポスターセッション（代表者のみ） 
参加プログラム申込 

７月１４日（木）正午 
７月２８日（木）正午 

全国の大学（ＳＰＯＤ加盟校含む）の参加申込み開始 
全国の大学（ＳＰＯＤ加盟校含む）の参加申込み締切 

８月上旬 二次募集（応募状況による） 
８月２４日～２６日 ＳＰＯＤフォーラム２０１６開催 
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北通用門北通用門
護国神社前護国神社前

入口入口

正門正門

西門西門

赤十字病院前赤十字病院前

愛媛大学前愛媛大学前

鉄砲町鉄砲町
至平和通至平和通 至大街道至大街道

松山赤十字病院松山赤十字病院

松山市立
東雲小学校
松山市立
東雲小学校

松山市立
東中学校
松山市立
東中学校

松山
大学
松山
大学

県立
松山
北高校

県立
松山
北高校

理学部理学部

教育学部教育学部

工学部工学部

社会連携支援部社会連携支援部

総合研究棟２総合研究棟２

大学
会館
大学
会館

通用門通用門

共通講義棟B共通講義棟B

総合教育棟1総合教育棟1

南加記念ホール南加記念ホール

愛大ミューズ愛大ミューズ

経 験 を 学 び に 変 え る経 験 を 学 び に 変 え る

SPODフォーラム　2016SPODフォーラム　2016SPODフォーラム　2016

2016年 8/24（水） 26（金）

2016年6月23日（木）正午～7月8日（金）正午

2016年7月14日（木）正午～7月28日（木）正午

愛媛大学
城北キャンパス

大学等の教職員が自らの能力開発のために役立つ、多種多様で質の高いFD／SDプログラム
ならびに組織を超えた持続的な相互交流・関係づくりの場を提供します。

※申込開始時には各プログラムのシラバスがご覧になれます。

無 料 7,000円

http://www.spod.ehime-u.ac.jp/

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD）

※情報交換会費は除きます。

※

SPODフォーラムは…

四国地区大学教職員能力開発 トワーク事務局（愛媛大学教育学生支援部教育企画課）
0 89 - 927- 915 4 E-mail spod@stu.ehime-u.ac.jpお問合せ先

申込みはWEBから

主な交通機関

̶参加者の声̶

日時・場所

主　催

参加申込

参加費

多彩な講師陣

職場で使える
実践型プログラム

SDプログラムも
多数開講

※事前申込制（先着順）

SPOD加盟校の教職員限定受付

SPOD加盟校の教職員 SPOD加盟校以外の教職員

一般受付（SPOD加盟校の方も申込可）

先進的な教育改革で知られる大学のトップ、各大学のFDやSDの第一線で活躍する教職員やディベロッパー、
職場の人材育成・能力開発分野で活躍するプロフェッショナルなど、多彩かつ魅力的な講師陣をそろえました。

講師と受講者の間でのインタラクティブなワークショップ形式のプログラムが数多く開講されます。参加者に
は、意見を出し合い知を共同で作り上げることが求められると同時に、職場ですぐに使える実践的なノウハウを
持ち帰ることができます。

SPODでは、FD（教員の能力開発）同様にSD（職員の能力開発）に力を入れており、他では体験できないプログ
ラムを数多く開講しています。教育改善に関心のある多くの教職員の方の参加をお待ちしております。

教育に対するマクロな視点、
講義進行のちょっとしたテク
ニックなどのミクロな視点ま
で、幅広く学べたため、自分
の講義といま一度向き合うこ
とができました。
普段の職務の中では気付きに
くい職務上の改善点や発想
転換のきっかけを、グループ
ワーク研修を通して改めて学
びなおすことが出来ました。
各プログラム、ポスターセッ
ション等を通じて、情報交
換・意見交換の機会が豊富
にあり、自大学（自身）の
取組を相対化できました。

※駐車スペースはありませんので、
　公共の交通機関の利用をお願いいたします。

・伊予鉄道市内電車…環状線①（古町方面行き）「赤十字病院前」下車
・伊予鉄バス…………東西線「愛媛大学前」下車

・伊予鉄道市内電車…環状線②（大街道方面行き）「赤十字病院前」下車

JR松山駅から

松山市駅から
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過去の
資料等は
こちら

プログラムを受講する方は、必ず各自の受講初日に全体受付を済ませてください。
■場所：共通講義棟B 1階学生談話室　■時間：8月24日（水）～26日（金） 9：00～

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ポスターセッション　 会場：共通講義棟Ｂ 2階 201講義室　　見学自由（ポスター出展申込については、SPODホームページをご覧下さい。）

会　場

１０：００
～

12：00

１３：００
～

15：00

１５：３０
～

17：30

１７：４０
～

19：00

1

2

3

建物名

教室名

Ｅ Ｆ
共通講義棟Ｂ　１階 共通講義棟Ｂ　４階 共通講義棟Ｂ　４階 総合教育棟１　２階 総合教育棟１　３階 愛大ミューズ　１階

ＣＲＩ-１講義室 ４０３講義室 ４０４講義室 社会共創学部会議室 ３０５講義室 アクティブ・ラーニングスペース２

全体
受付

開催スケジュール開催スケジュール ●申込み開始時には各プログラムのシラバスがご覧になれます。http://www.spod.ehime-u.ac.jp/

大学における障害学生支援とは？
-障害者差別解消法と合理的配慮-
坂井聡(香川大学）

クリティカルシンキングを促す
課題設定をしよう
久保田祐歌（徳島大学）

アイスブレイクの技法
加地真弥（愛媛大学）

大学の危機管理
-事例から考える

ハラスメント-
吉田一惠，倉田千春（愛媛大学）

2403C

2401F2401B 2401E

理工系講義形式授業にお
いて学生の学習を促進す
る授業デザイン
榊原暢久（芝浦工業大学）
吉田博（徳島大学）

教育・学修支援を担う
図書館員の能力開発
-求められる知識・スキルを再考する-
井上真琴（同志社大学）

2402A

2403E

2402E

経験学習入門
高橋平徳（愛媛大学）

30名

30名

30名

質問を変えると
授業が変わる？！！
川野卓二（徳島大学）

2402F

36名

反転授業をやってみよう
金西計英（徳島大学）

2402D

50名

大人数講義法の基本
小林直人（愛媛大学）

知財リスク対応の基礎知
識並びに知財人材育成の
授業デザイン
木村友久（山口大学）

2403F2403A 2403D

ルーブリック評価入門
-考える、つくる、活用する-
俣野秀典（高知大学）
※2601Dと同内容のため、どちらか一方の
受講となります。

40名60名 36名

90名

「経験を学びに変える教育と能力開発」
日向野幹也（早稲田大学）　村山孝道（京都文教大学）　村田晋也（愛媛大学）　司会：小林直人（愛媛大学）

１０：００
～

12：00

１３：００
～

15：00

１５：３０
～

17：45

１８：１５
～

20：15

1

2

3

グラフィック・シラバスを書こう！
宮田政徳（徳島大学）

始めよう！アクティブ・ラー
ニング -協同学習・文章作
成の技法編-
西本佳代（香川大学）

思考プロセスの「見える化」と
共有 -話し合いの生産性を
高めよう-
吉田広毅（常葉大学）

2502A 2502C2502B

32名

学生の学びやすさと
学習意欲を高める授業設計
-課題分析図の活用-
仲道雅輝（愛媛大学）

2601F

24名

40名

28名30名

2503G

200名

シンポジウム 南加記念ホール

１０：００
～

12：00

１３：００
～

15：00

1

2

視覚障害学生支援の基礎
-テキストデータ化の体験-
宮城愛美（筑波技術大学）

研究支援職員としての基
礎知識 -ゼロから始める
研究者との協働-
宮内卓也（高知大学）
※本プログラムは9:15～12:15の3時間で
実施します。

１
日
目
　
８
月
24
日（
水
）

２
日
目
　
８
月
25
日（
木
）

３
日
目
　
８
月
26
日（
金
）

聴覚障害学生の主体性を引
き出す支援 -パソコンノート
テイクの体験をとおして-
宇都野康子（筑波技術大学）

ラウンドテーブル
これからのSDを考える
久保秀二，織田隆司（愛媛大学）

ラウンドテーブル
学生の経験を学びに変える
小林修（愛媛大学）

2602D

2601A

2602A 2602B

2601B

30名 30名

30名 28名 40名

60名

40名

海外派遣入門
塩川雅美（梅光学院大学）

60名

プログラム定員
00名主に講義を中心としたプログラムですが，

グループワークやペアワーク等が含まれ
る場合もございます。

講義主にグループワークや
ペアワーク等を中心と
したプログラムです。

ワーク 連続受講が
必須のプログラム

SPOD-SDマップに基づき
開講されるプログラム

New!!New!!

部下を育てる評価のコツ
-自己理解と他者理解を
踏まえて-
阿部光伸（愛媛大学）

2501D2501C
New!!New!!

コーチング入門
小林忠資（愛媛大学）

2501F

36名

New!!New!!

90名

管理職・監督職のための
リーダーシップセミナー
秦敬治（追手門学院大学）

2601E
New!!New!!

New!!New!!

ディープラーニングに誘う
アクティブ・ラーニングの手法 
-物理、化学の実践例より-
立川明（高知大学）

2502F

36名

New!!New!!

教育データ解釈入門Ⅰ＆Ⅱ
中山晃，清水栄子（愛媛大学）

2601C
New!!New!!

New!!New!!New!!New!!

New!!New!!

New!!New!!

ルーブリック評価入門
-考える、つくる、活用する-
俣野秀典（高知大学）
※2403Dと同内容のため、どちらか一方の
受講となります。

2601D

New!!New!!
トップリーダーセミナー
大学ガバナンスとリーダーシップ
大場淳（広島大学）

2502E

90名

New!!New!!

日常の経験知で仮説を立て、
学内にあるデータを検証する
-データを活用した予防的・開発的
学生支援をはじめてみませんか？-
杉田郁代
（高知大学） 30名

New!!New!!

New!!New!!

New!!New!! New!!New!!

大学職員の基礎力を考える
丸山智子（愛媛大学）

2401C

30名

大学組織を理解する
中井俊樹（愛媛大学）
宮林常崇（首都大学東京）

2401D

60名

New!!New!!New!!New!!

New!!New!!

New!!New!!

経験から学ぶ力を育てる
塩崎俊彦（高知大学）

2402C

40名

New!!New!!

24名

学生対応の心得・入門編
-職員として気がかりな学生と

どう向き合うか-
藤巻晃（徳島文理大学）

2501B
New!!New!!

始めよう、仕事の整理と協働
次世代リーダー養成ゼミナール
（６期生）

2402B
New!!New!!

36名

社会連携系職員養成プログラム
レベルⅠ

地域特性論 -地域課題の抽
出と住民による解決に向け
ての合意形成づくり-
前田眞
（愛媛大学）

New!!New!!

国際連携系職員養成プログラム
レベルⅠ

2501E

情報交換会　　会場：愛媛大学　大学会館１階　　会費：4,000 円（事前申込み制）

24名

2401A

ワーク 30名ワーク ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク ワーク

ワーク ワーク

研究指導入門
-卒論作成を支援する-
近田政博（神戸大学）

2501A

50名

New!!New!!

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

講義

90名講義

90名講義

講義

ワークワークワーク

ワーク

ワーク

ワーク

ワーク

講義

講義

講義



ＳＰＯＤフォーラム２０１６ シンポジウム実施要項（案） 

タイトル 「経験を学びに変える教育と能力開発」

登 壇 者  司  会：小林 直人（愛媛大学学長特別補佐／教育・学生支援機構教育企画室長）

 報告者①：日向野 幹也（早稲田大学大学総合研究センター教授）

 報告者②：村山 孝道（京都文教大学教務課長）

 報告者③：村田 晋也（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室講師）

◆プログラム概要

これまで、企業等における人的資源開発の分野では、経験や体験を学びに変える人材育成手法の効果性に広

く注意が向けられてきました。また、この体験学習の手法は、学校教育においても以前から用いられてきまし

た。とくに近年では、就職に先立ち、実社会で有用となる実践的な知識や能力を大学在学中に体得しておくよ

う求められていること等を背景に、大学においても様々な経験をし、そこで得た気づきを学びに変えること、

またそうする力を会得することが学生に期待されています。他方で、「経験を学びに変える」と一口で言って

も、その実際は多種多様であり、実践に際しては程度や効果性を考慮しつつ、適切なものを選択的に用いる必

要があることも事実です。

 そこで、本シンポジウムでは、「経験を学びに変える教育と能力開発」というテーマを設け、これに取り組

む大学や大学間連携事業の事例を考慮しつつ、大きく次の２つのアプローチからその現状と課題を共有するこ

とを目的とします。すなわち、⑴どのように学生の経験を主体的な学びに変えることができるか、⑵学生の学

びを支援する教職員にはどのような能力開発が求められるかという２点です。具体的には、「学生の経験を学

びに変えるための工夫」「経験をベースにした学習を進めていく上での課題と注意点」「経験を学びに変えるた

めにリフレクションをどのように用いるか」「教職員自身はどのように自分の経験を学びに変えることができ

るか」等の論点を検討することで、参加者諸氏の役に立つ情報の提供を目指します。なお、当日は 3 名のシン

ポジストによる実践事例の報告、その後、質疑応答及びパネル・ディスカッションを行う予定です。

◆日  時 平成２８年８月２５日（木）１５：３０～１７：４５

◆会  場  愛媛大学城北キャンパス南加記念ホール

◆スケジュール １５：３０－１５：３５ 開会挨拶（大橋愛媛大学長）（5 分）

１５：４０－１７：１０ 事例報告 （各 30 分／計 90 分）  
 報告①１５：４０－１６：１０ 日向野 幹也（早稲田大学総合研究センター教授）

報告②１６：１０－１６：４０ 村山 孝道（京都文教大学教務課長）

報告③１６：４０－１７：１０ 村田 晋也（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室講師）

１７：１５－１７：４５  パネルディスカッション・質疑応答（30 分） 

※司会進行 小林直人 学長特別補佐
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■講師
日向野 幹也（早稲田大学 大学総合研究センター 教授） 

1978 年東京大学経済学部卒業､1983 年同大学院社会科学研究科経済政策専攻博士課程単

位取得退学､1984 年経済学博士(東京大学)｡1984-2005 年東京都立大学経済学部勤務(講師､

助教授､教授)｡2005-2016 年立教大学教授､2006 年経営学部 BLP を立ち上げ拡充(主査)｡

2013 年全学 GLP 立ち上げ(主査)｡アクティブ・ラーニングとリーダーシップ教育の模範事例とし

てとりあげられる｡2016 年より早稲田大学でも正課リーダーシップ教育開始｡ 

村山 孝道（京都文教大学 教務課 課長、大学コンソーシアム京都 SD 研修委員会委員長） 

1993 年 3 月大正大学仏教学部卒。2016 年 3 月同志社大学にて修士（総合政策科学）取得。

2016 年 3 月より同大学院総合政策科学研究科技術・革新的経営専（一貫性博士課程）3 年次

転入、在学中。研究領域は大学職員の HRM（人的資源管理）論。2016 年 4 月より、大学コン

ソーシアム京都 SD 研修委員会委員長。大学職員「人間ネットワーク」副会長。2009 年より学

生 FD 活動に従事。「大学を変える、学生が変える」（ナカニシヤ出版）を共著。

村田 晋也（愛媛大学 教育・学生支援機構 講師、大学間連携共同教育推進事業 UNGL 事

業推進責任者） 

平成 24 年 3 月九州大学大学院経済学府博士後期課程満期退学。平成 22 年 4 月より九州国

際大学経済学部助教、平成 26 年より愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室講師。同年よ

り大学間共同教育推進事業「西日本から世界に翔たく異文化交流型リーダーシップ・プログラ

ム（UNGL）」事業推進責任者として、国内外での実践的な研修を通じて学生の能力開発支援

（主にリーダーシップ養成）に取り組んでいる。愛媛大学リーダーズ・スクール（ELS）責任担当

教員。専門は、組織論、人的資源管理、リーダーシップ論。

コーディネーター：小林 直人（愛媛大学 学長特別補佐、教育・学生支援機構教育企画室長、医学部総合医学教育センター長、教授）

■プログラム概要

これまで、企業等における人的資源開発の分野では、経験や体験を学びに変える人材育成手法の効果性に広く

注意が向けられてきました。また、この体験学習の手法は、学校教育においても以前から用いられてきました。とく

に近年では、就職に先立ち、実社会で有用となる実践的な知識や能力を大学在学中に体得しておくよう求められ

ていること等を背景に、大学においても様々な経験をし、そこで得た気づきを学びに変えること、またそうする力を

会得することが学生に期待されています。他方で、「経験を学びに変える」と一口で言っても、その実際は多種多

様であり、実践に際しては程度や効果性を考慮しつつ、適切なものを選択的に用いる必要があることも事実です。 

 そこで、本シンポジウムでは、「経験を学びに変える教育と能力開発」というテーマを設け、これに取り組む大学

や大学間連携事業の事例を考慮しつつ、大きく次の２つのアプローチからその現状と課題を共有することを目的と

します。すなわち、⑴どのように学生の経験を主体的な学びに変えることができるか、⑵学生の学びを支援する教

職員にはどのような能力開発が求められるかという２点です。具体的には、「学生の経験を学びに変えるための工

夫」「経験をベースにした学習を進めていく上での課題と注意点」「経験を学びに変えるためにリフレクションをどの

ように用いるか」「教職員自身はどのように自分の経験を学びに変えることができるか」等の論点を検討することで、

参加者諸氏の役に立つ情報の提供を目指します。なお、当日は 3 名のシンポジストによる実践事例の報告、その

後、質疑応答及びパネル・ディスカッションを行う予定です。 

■主な受講対象

教員、職員、その他 SPOD フォーラム 2016 に参加される全ての方のご出席を歓迎いたします。 

■本プログラムの到達目標

１．学生の経験を学びに変える工夫・手法・注意点について、事例を交えて紹介できる。

２．学生の学びを支援する教職員にはどのような能力が求められるかを説明できる。

３．学生の主体的な学びを促進する教職員能力開発のアイディアについて説明できる。

■日時・会場

日時：平成２８年８月２５日（木）１５：３０～１７：４５

会場：愛媛大学城北キャンパス

プログラム番号  ２５０３Ｇ 

経験を学びに変える教育と能力開発

ＦＤ／ＳＤ シンポジウム 
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（別紙１） 

ＳＰＯＤフォーラム２０１６ 展示スペース等の設置について 

１．目 的：「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）」における今まで

の取組や，ＳＰＯＤ加盟校の取組の成果物などの展示や，資料を配付するこ

とにより，広く取組を周知する。 

２．場 所：愛媛大学城北キャンパス 共通講義棟Ｂ ３０３講義室 

３．実施期間：平成２８年８月２４日（水）～８月２６日（金） 

※ＳＰＯＤフォーラム２０１６の開催に併せ実施

４．実施方法：ＳＰＯＤの取組による成果物の展示，及びＳＰＯＤ紹介ＤＶＤの放映等を行う。

また，ＳＰＯＤ加盟校からも取組の成果物や配付資料等を事前に送付してもらい，

展示等を行う。 

５．募集方法：ＳＰＯＤ事務局より，取組の成果物の展示・配付希望の調査を行う（7/10〆切）。 

※募集が多数の場合は，会場の都合でお断りすることもある。

６．展示種別：教材，報告書，パンフレット，リーフレット，取組紹介ＤＶＤなど 

７．展示等準備：ＳＰＯＤの取組紹介の展示等についてはＳＰＯＤ事務局が準備を行う。また、

各加盟校の展示物等も、ＳＰＯＤ事務局にて行う。なお、展示物等は、着払い

でＳＰＯＤ事務局（愛媛大学教育企画課）に送付する。 

８：展示物の返却：各加盟校から提供いただいた展示物等は，希望があればＳＰＯＤフォーラ

ム終了後，返送する。
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申込受付期間　※事前申込制（先着順）

SPOD加盟校の教職員限定受付 ： 6月26日(金)正午～7月10日(金)正午

一般受付（SPOD加盟校の方も申込可） ： 7月14日(火)正午～7月28日(火)正午

※「SPOD加盟校の教職員限定受付期間」に加盟校以外の教職員が申込みされた場合は、受講登録

ができませんので、あらかじめご了承ください。

※SPOD加盟校＝四国地区の全大学・短期大学・高等専門学校

手順

１．セミナーお申込みフォームから参加希望のプログラムをお申込みください。

２．すぐにSPODフォーラムお申込み内容確認メール（自動配信）が送信されます。

３．SPOD事務局において、先着順に各プログラムの人数を確定し、改めて、受付完了メールをお送りします。

４．お申込者が受付完了メールを受信後、申込みが確定されます。

※申込み内容に変更がある場合は、SPOD事務局（spod@stu.ehime-u.ac. jp）まで、メールにてご連絡ください。申込フォームから、登

録プログラムの変更・取消はできません。8月11日（火）以降は，キャンセルのご連絡のみ承ります。

※SPODは、加盟校の皆様の会費によって運営しています。そのため、SPOD加盟校以外の皆様には、参加費として一律7000円徴収

させていただきます。参加費は、受講後お送りする振込用紙にてお支払いください。

個人情報等についてご入力ください。

*は必須項目です。

※旧字体、機種依存文字の入力は、データが正常に表示されないことがありますのでご遠慮ください。

学校種*  大学　  短期大学　  高等専門学校　  その他

学校名* 国立

学校の所在地* ↓ 都道府県名を選択

所属* 　例：○○学部○○課

職種*  教員　  職員　  学生／大学院生　  その他

職名* 　例：教授（課長）

お名前*
例：愛媛　太郎 （姓と名の間に全角スペースを入れてください）
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フリガナ*（全角入力）

例：エヒメ　タロウ （姓と名の間に全角スペースを入れてください。）

電話番号* （半角入力） 　例：01234567899 （携帯可,ハイフンなし）

E-mail*

E-mail* （再入力）

大学教職員等の経験年数*  年　例：10

年齢  20歳未満　  20歳代　  30歳代　  40歳代　  50歳代　  60歳以上

備考欄（120文字以内）

ＳＰＯＤ加盟校（四国）以外の大学に所属の方は,受講後振込用紙を送付いたしますので， 
必ず以下をご記載ください。

※旧字体、機種依存文字の入力は、データが正常に表示されないことがありますのでご遠慮ください。

振込用紙送付先  自宅　  勤務先　

送付先の郵便番号 （ハイフンなし） 例：7908577

送付先の住所  （都道府県名から記載）

送付先の所属 　例：愛媛大学教育学生支援部教育企画チーム

8月26日（水） 8月27日（木） 8月28日（金）

参加希望の各セミナーを下記表から選択してください。※同一時間の複数選択はできません。

連続受講が必須のプログラムです。

8月26日（水）　-1日目-

受付開始　9:00 ～　全体受付会場：〔法文学部講義棟１０１講義室〕

法文学部講義棟 愛大ミューズ
法文学部講

義棟

時間 ３０２講義室 ３０３講義室 ３０４講義室 ４０３番教室 ４０４講義室 ＡＬ２ ３０５講義室

2601A

学生の学習意

欲を促進する

 2601B

研究支援職員

としての基礎

2601C

社会連携系職員

養成プログラム

2601D

学生の学びやす

さと学習意欲を高

 2601E

大人数講義法の

基本

2601F

教学IRにおけるリ

サーチ・クエスチ

※資料については，講師に許可されたもののみ掲載しています。
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1時限

10:00

～

12:00

授業設計

川瀬和也

（徳島大学）

【定員：32名】

シラバス

PDF

定員に達し

たため、申

込みは締め

切りました。

知識 -ゼロか

ら始める研究

者との協働-

宮内卓也

（高知大学）

【定員：28名】

シラバス

PDF

レベルⅠ「地域特

性論」-地方創

生・地域資源を活

用した地域の活

性化-

坂本世津夫

（愛媛大学）

※SPODｰSDマッ

プに基づき開講さ

れるプログラムで

す。

【定員：40名】

シラバスPDF

定員に達したた

め、申込みは

締め切りまし

た。

める授業設計-課

題分析図の活用-

仲道雅輝

（愛媛大学）

【定員：32名】

シラバスPDF

※自身の授業シ

ラバスをご持参く

ださい。

定員に達したた

め、申込みは

締め切りまし

た。

小林直人

（愛媛大学）

【定員：60名】

シラバスPDF

ョンの作り方：教

育改善の実現に

向けて

川那部隆司

（立命館大学）

【定員：36名】

シラバスPDF

定員に達したた

め、申込みは

締め切りまし

た。

2時限

13:00

～

15:00

2602A

理系講義形式

授業において

学生の学習を

促進する授業

デザイン

吉田博

（徳島大学）

榊原暢久

（芝浦工業大

学）

【定員：30名】

シラバス

PDF

定員に達し

たため、申

込みは締め

切りました。

 2602B

若手職員に贈

るチームワー

ク入門「目の前

の仕事をこな

す」からのステ

ップアップ

次世代リーダ

ー養成ゼミナ

ール（５期生）

【定員：28名】

シラバス

PDF

2602C

学生のキャリア形

成支援

岡靖子

（愛媛大学）

【定員：40名】

シラバスPDF

定員に達したた

め、申込みは

締め切りまし

た。

2602D

相互理解を通じ

たチーム力向上-

自己理解・他者理

解に役立つ視点

の提供-

杉本洋一

（香川大学）

【定員：20名】

シラバスPDF

定員に達したた

め、申込みは

締め切りまし

た。

2602E

教育改善のため

のＩＲ活用

中井俊樹

清水栄子

（愛媛大学）

【定員：60名】

シラバスPDF

定員に達したた

め、申込みは

締め切りまし

た。

2602F

国際連携系職員

養成プログラム　

レベルⅠ①「外国

人受入入門」－留

学生の受入 A to

Z-

塩川雅美

（摂南大学）

※SPODｰSDマッ

プに基づき開講さ

れるプログラムで

す。

【定員：36名】

シラバスPDF

定員に達したた

め、申込みは

締め切りまし

た。

3時限

15:30

～

17:30

2603A

ジグソー学習

法を用いたグ

ループワーク

の進め方

村田晋也

（愛媛大学）

【定員：20名】

シラバス

PDF

定員に達し

たため、申

込みは締め

切りました。

※連続受講必

須のプログラ

ムの受講を希

望の場合，同

一時間帯に実

施する他プロ

グラムの受講

はできません。

ご注意くださ

い。

 2603C

ケースで学ぶ大

学リーダーシップ

中島英博

（名古屋大学）

【定員：40名】

シラバスPDF

2603D

事例報告 「学習

成果の可視化に

むけて」

小西敏雄

（松山東雲女子大

学）

坪井泰士

（阿南工業高等専

門学校）

平尾智隆

（愛媛大学）

【定員：40名】

シラバスPDF

定員に達したた

※連続受講必須

のプログラムの受

講を希望の場

合，同一時間帯

に実施する他プ

ログラムの受講

はできません。ご

注意ください。

2603F

国際連携系職員

養成プログラム

レベルⅠ②「海外

派遣入門」

塩川雅美

（摂南大学）

※SPODｰSDマッ

プに基づき開講さ

れるプログラムで

す。

【定員：36名】

シラバスPDF

定員に達したた
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テキストボックス
ＳＰＯＤフォーラム２０１６のプログラムに変更



情報交換会について

SPODフォーラムでは、８月２７日（木）に情報交換会を用意しております。

SPODフォーラムの趣旨の１つに、組織を越えた意義のある「相互交流・関係づくりの場の提供」を掲げています。フォーラムには、講師の方をは

じめ、国立・公立・私立、大学・短大・高専の多数の教職員や学生が参加されますので、相互交流や関係づくりを行うことができます。

情報交換会は、ビュッフェスタイルの夕食を食べながら、情報交換・人脈づくりができる場です。所属組織を越えた、意義あるネットワークづくりの

場ですので、是非ご参加ください。

*は必須項目です。

情報交換会*

日　時：平成２７年８月２７日（木）１８：１５～２０：１５

会　場：愛媛大学大学会館1階

会　費：４，０００円（事前申込制　全体受付時に支払いください。）

 参加する　  参加しない　

本フォーラムの実施にあたり参考とするため，下記の事前アンケートにお答えください。

*は必須項目です。

SPODフォーラムの参加は何回目ですか？* １回目

ＳＰＯＤフォーラムについてどこで知りましたか？*

（複数選択可）

 ＳＰＯＤホームページ

 ＳＰＯＤメールマガジン

 ＳＰＯＤフォーラムチラシ

 ＳＰＯＤ研修プログラムガイド2015

 ＳＰＯＤ関係者からの案内

 その他　 

ＳＰＯＤフォーラムに参加した動機は何ですか？*

（複数選択可）

 自分自身の能力開発のため

 組織の課題を解決するヒントを得るため

 組織を超えた人脈づくりのため

 ＦＤやＳＤに関する情報収集のため

 上司に参加をすすめられたため

 その他 

シンポジウムのパネリストに質問したいこと、など

（700文字以内）

各プログラムで学習したいこと、

期待していること、など

（500文字以内）

個人情報の取扱について

SPOD事務局では、個人情報の保護に努めております。 ご記入いただいた個人情報は、SPOD事務局で管理し、SPODフォーラムの参加

に関する確認・連絡及び受講者名簿（氏名、所属、職種のみ）の作成・配布以外には使用しません。

め、申込みは

締め切りまし

た。

め、申込みは

締め切りまし

た。

17:40

～

19:00

ポスターセッション　 法文学部講義棟２０１講義室　 ※見学自由（ポスター出展申込については，別途案内済）

entrygk
テキストボックス

entrygk
テキストボックス
ＳＰＯＤフォーラム２０１６のプログラムに変更
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テキストボックス
8月25日(木)に変更

entrygk
線

entrygk
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線

entrygk
楕円

entrygk
テキストボックス
平成28年8月25日(木)に変更
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項目を追加

entrygk
テキストボックス
「※台風や地震等の災害により開催が困難とされる場合，やむを得ず中止または延期することがございます。」と記載する。

entrygk
線



お申込み内容確認メールが自動送信されるように設定しております。お申込み内容確認メールが届いていない場合には、お手数です

が、SPOD事務局（spod@stu.ehime-u.ac.jp）まで連絡をお願いいたします。

送信する     リセット

Copyr ight (C) SPOD Al l  Rights Reserved.

mailto:spod@stu.ehime-u.ac.jp


ＳＰＯＤフォーラム 2016アンケート（個別プログラム用） 

機械で読み取りますので、筆記用具は 鉛筆かシャーペン を使用してください。 

あてはまる番号を 塗りつぶして ご回答ください。訂正する場合は 消しゴムでよく消してください。 

回答いただいた内容は、今後のＳＰＯＤ事業改善のための分析・研究に使用し、それ以外の目的で使

用することはありません。 

１．参加者ご自身について 

（１） 所属先

① 大学 ② 短期大学 ③ 高等専門学校 ④ その他（ ） 

（２）所属先の設置者

① 国（国立大学法人） ② 地方自治体（公立大学法人を含む）

③ 学校法人 ④ その他（ ） 

（３）所属先の所在地

① 四国 ② 北海道 ③ 東北 ④ 関東

⑤ 中部 ⑥ 近畿 ⑦ 中国 ⑧ 九州・沖縄

（４）職種

① 教員 ② 職員 ③ 学生 ④ その他（ ） 

２．この研修について 

設  問 回 答 

(1) 研修目的や内容についてある程度知った上で参加した ④ ③ ② ① 

(2) 研修は自分の業務に生かせる内容だった ④ ③ ② ① 

(3) 研修の到達目標が明確に示されていた ④ ③ ② ① 

(4) 研修はわかりやすい順序ですすめられた ④ ③ ② ① 

(5) 講師の言動は学習意欲を高めた ④ ③ ② ① 

(6) 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた ④ ③ ② ① 

(7) 受講したことによって業務への取り組み方が改善されると思う ④ ③ ② ① 

(8) 研修は全体的に満足できるものだった ④ ③ ② ① 

３．この研修を受講して良かったと思われる点を、具体的にお書き下さい。 

４．この研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば、具体的にお書き下さい。 

ご協力ありがとうございました。 

④ そう思う  ③ どちらかといえばそう思う  ② どちらかといえばそう思わない  ① そう思わない

資料２－７



資料２－８
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学
一

色
 健

司

A
体

験
学

習
の

体
系

化
　

－
教

職
協

働
に

よ
る

仕
組

み
づ

く
り

－
桃

山
学

院
大

学
髙

良
 要

多

B
職

員
IR

フ
ォ

ー
ラ

ム
（S

IR
）の

実
践

報
告

淑
徳

大
学

荒
木

 俊
博

金
沢

大
学

上
畠

 洋
佑

B
正

課
科

目
に

お
け

る
成

績
と

分
野

横
断

的
能

力
と

の
相

関
分

析
阿

南
工

業
高

等
専

門
学

校
松

本
 高

志
小

松
 実

山
田

　
耕

太
郎

川
畑

　
成

之
太

田
健

吾
菊

池
　

弥
生平

成
２

８
年

６
月

１
０

日
現

在

代
表

発
表

者

テ
ー

マ
分

類
　

共
同

発
表

者
所

属
・氏

名
※

代
表

発
表

者
と

同
機

関
の

場
合

は
所

属
を

省
略

資料２－９



愛
媛

大
学

徳
島

大
学

阿
南

高
専

高
知

大
学

香
川

大
学

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
1

S
P

O
D

課
題

発
見

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
　

※
 加

盟
校

へ
訪

問
し

て
の

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
の

現
状

と
課

題
に

関
す

る
情

報
交

換
，

成
功

事
例

の

紹
介

等
，

加
盟

校
の

実
態

に
合

わ
せ

て
内

容
，

形
態

と
も

柔
軟

に
対

応
し

ま
す

。
1

愛
媛

県
内

担
当

（
小

林
直

）
徳

島
県

内
担

当
高

知
県

内
担

当
香

川
県

内
担

当

2
学

生
の

学
び

を
促

す
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
1

1
2

1
小

林
,仲

道
宮

田
塩

崎
,立

川
,俣

野
葛

城

3
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
の

作
成

方
法

H
2
3
～

な
し

宮
田

立
川

4
学

習
者

の
学

習
意

欲
を

高
め

る
授

業
設

計
を

行
う

た
め

の
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

）
入

門
　

　
　

～
A

R
C

S
動

機
づ

け
モ

デ
ル

の
活

用
～

2
1

1
仲

道

5
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
授

業
と

は
？

3
1

2
3

塩
崎

,立
川

,俣
野

,杉
田

6
大

人
数

講
義

を
魅

力
的

に
す

る
テ

ク
ニ

ッ
ク

1
1

1
1

1
小

林
川

野
,上

岡
杉

田
葛

城
,佐

藤

7
講

義
に

小
グ

ル
ー

プ
・
ペ

ア
学

習
を

取
り

入
れ

た
授

業
デ

ザ
イ

ン
　

1
1

久
保

田
俣

野
西

本

8
学

生
が

動
く
・
変

わ
る

・
活

き
活

き
す

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
進

め
方

2
1

3
2

小
林

塩
崎

,立
川

,俣
野

西
本

9
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
誘

う
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
手

法
  
～

物
理

，
化

学
の

実
践

例
よ

り
～

（
新

規
）

2
2

立
川

２

1
0

学
生

の
学

び
や

す
さ

と
学

習
意

欲
を

高
め

る
授

業
設

計
～

課
題

分
析

図
の

活
用

～
2

仲
道

1
1

効
果

的
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
方

法
1

2
1

1
仲

道
立

川

1
2

基
礎

か
ら

学
ぶ

学
習

評
価

法
H

2
8
希

望
な

し
1

1
宮

田
,川

野
,吉

田
,上

岡
俣

野
佐

藤

1
3

受
講

生
が

楽
し

く
集

中
し

て
参

加
す

る
授

業
の

雰
囲

気
作

り
　

2
1

2
小

林
忠

,加
地

立
川

,杉
田

1
4

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
授

業
づ

く
り

の
ポ

イ
ン

ト
（
新

規
）

1
1

1
杉

田
,立

川

1
5

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
を

見
直

し
ま

せ
ん

か
？

～
ア

ン
ケ

ー
ト

の
効

果
的

実
施

と
活

用
方

法
～

1
1

1
2

塩
崎

,立
川

,俣
野

1
6

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
教

育
実

践
の

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
～

1
1

1
1

1
3

小
林

直
,清

水
久

保
田

1
7

高
専

生
を

元
気

に
す

る
学

生
指

導
法

の
コ

ツ
1

3
坪

井

1
8

担
任

教
員

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

～
担

任
ス

キ
ル

開
発

ワ
ー

ク
～

H
2
8
希

望
な

し
1

1
坪

井

1
9

事
例

か
ら

見
た

，
学

生
・
保

護
者

か
ら

信
頼

さ
れ

る
高

専
教

育
　

H
2
8
希

望
な

し
1

2
坪

井

2
0

今
す

ぐ
役

立
つ

授
業

T
ip

s　
ア

ク
テ

ィ
ブ

･ラ
ー

ニ
ン

グ
の

ス
タ

ー
ト

　
2

1
1

坪
井

3

2
1

講
義

V
T
R

簡
単

作
成

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

へ
の

活
用

（
新

規
）

1
2

1
坪

井

2
2

大
学

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
H

2
8
希

望
な

し
1

1
2

3
阿

部
,仲

道
,清

水
,丸

山

2
3

若
手

・
中

堅
職

員
の

た
め

の
判

断
力

・
決

断
力

養
成

講
座

H
2
8
希

望
な

し
2

3
阿

部
,仲

道
,清

水
,丸

山

2
4

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

／
教

育
設

計
）
を

活
用

し
た

企
画

・
立

案
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
H

2
8
希

望
な

し
1

仲
道

2
5

教
職

員
の

た
め

の
P

o
w

e
rP

o
in

t　
　

～
3
0
分

で
マ

ス
タ

ー
す

る
P

P
T
、

プ
レ

ゼ
ン

資
料

か
ら

ポ
ス

タ
ー

作
成

ま
で

～
H

2
8
希

望
な

し
1

1
2

立
川

2
6

教
職

員
の

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

～
説

得
力

の
あ

る
話

し
方

，
組

み
立

て
方

～
 

1
1

立
川

2
7

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

養
成

講
座

　
1

1
1

仲
道

2
8

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
入

門
　

H
2
8
希

望
な

し
1

丸
山

2
9

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
入

門
講

座
（
3
時

間
）
　

H
2
8
希

望
な

し
1

俣
野

3
0

大
学

組
織

を
理

解
す

る
（
新

規
）

2
中

井
２

3
1

後
輩

の
成

長
を

促
す

コ
ー

チ
ン

グ
（
新

規
）

1
小

林
忠

,清
水

3
2

円
滑

な
会

議
運

営
の

た
め

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

入
門

（
新

規
）

H
2
3
～

な
し

清
水

,小
林

忠

3
3

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
入

門
（
新

規
）

H
2
3
～

な
し

村
田

,丸
山

3
4

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
（
新

規
）

2
村

田

3
5

身
近

な
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
教

育
改

善
（
新

規
）

2
1

1
清

水
,加

地
杉

田

3
6

組
織

の
力

を
引

き
出

す
観

察
力

養
成

講
座

（
新

規
）

1
仲

道

3
7

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
職

員
と

大
学

が
共

に
輝

く
た

め
に

～
H

2
8
希

望
な

し
1

1
阿

部
,清

水
,丸

山

3
8

持
続

可
能

な
Ｓ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
手

法
1

阿
部

,丸
山

3
9

人
事

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

の
必

要
性

1
阿

部
,丸

山

4
0

学
生

の
自

立
を

促
す

学
生

支
援

の
実

践
と

コ
ツ

1
1

1
1

3
塩

崎
,立

川
葛

城
,佐

藤

4
1

学
生

の
主

体
性

を
促

す
学

習
支

援
（
新

規
）

3
2

清
水

３

危
機

管
理

4
2

事
例

か
ら

考
え

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
1

1
3

吉
田

,倉
田

事
例

紹
介

4
3

学
生

が
輝

く
Ｆ

Ｄ
の

実
践

事
例

1
1

1
小

林
直

塩
崎

,立
川

,俣
野

H
２

８
希

望
な

し
２

校
：
鳴

門
教

育
、

香
川

高
専

8

H
2
8
　

第
１

～
第

３
希

望
の

な
か

っ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
・
・
１

０
プ

ロ
グ

ラ
ム

 H
2
8
第

一
希

望
１

校
・
・
・
１

１
プ

ロ
グ

ラ
ム

H
2
3
～

　
希

望
の

な
か

っ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
・
・
3
プ

ロ
グ

ラ
ム

 H
2
8
第

一
希

望
２

校
・
・
・
４

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

 H
2
8
第

一
希

望
３

校
・
・
・
１

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
学

生
の

主
体

性
を

促
す

学
習

支
援

）

 H
2
8
第

一
希

望
の

な
か

っ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
・
・
２

７
プ

ロ
グ

ラ
ム

H
2
8

第
２

希
望

校
数

H
2
8

第
３

希
望

校
数

授
業

改
善

・
教

授
法

平
成

２
３

～
２

８
年

度
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
希

望
一

覧

H
2
8

開
催

校
数

講
師

所
属

Ｎ
ｏ
.

ジ
ャ

ン
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

希
望

状
況

H
2
7

開
催

校
数

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

高
専

向
け

業
務

改
善

人
材

育
成

・
人

事
制

度

学
生

支
援

H
2
6

開
催

校
数

H
2
5

開
催

校
数

H
2
4

開
催

校
数

H
2
3

開
催

校
数

資料３



1
-
1
)Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
実

施
達

成
度

※
１

（
５

段
階

）
前

年
度

比
(％

)
2
-
1
)Ｆ

Ｄ
担

当
者

研
修

の
実

施
達

成
度

※
１

（
５

段
階

）
前

年
度

比
(％

)
3
-
1
)大

学
人

・
社

会
人

と
し

て
の

基
礎

力
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
達

成
度

※
１

（
５

段
階

）
前

年
度

比
(％

)

①
プ

ロ
グ

ラ
ム

数
①

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

①
プ

ロ
グ

ラ
ム

数

②
参

加
者

数
（
定

員
・
加

盟
校

教
職

員
数

）
②

参
加

者
数

（
定

員
・
加

盟
校

教
員

数
）

②
参

加
者

数
（
定

員
・
加

盟
校

職
員

数
）

③
参

加
校

数
（
実

数
）

③
参

加
校

数
（
延

べ
･実

数
）

③
参

加
校

数
（
延

べ
･実

数
）

④
満

足
度

④
満

足
度

④
満

足
度

1
-
2
)Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

の
実

施
達

成
度

※
１

（
５

段
階

）
前

年
度

比
(％

)
2
-
2
)新

任
教

員
研

修
の

実
施

・
公

開
達

成
度

※
１

（
５

段
階

）
前

年
度

比
(％

)
3
-
2
)次

世
代

リ
ー

ダ
ー

養
成

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
の

実
施

達
成

度
※

１

（
５

段
階

）
前

年
度

比
(％

)

①
プ

ロ
グ

ラ
ム

数
①

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

①
プ

ロ
グ

ラ
ム

数

②
参

加
者

数
（
定

員
・
加

盟
校

教
職

員
数

）
②

参
加

者
数

（
定

員
・
加

盟
校

教
員

数
）

②
参

加
者

数
（
定

員
・
加

盟
校

職
員

数
）

③
参

加
校

数
（
延

べ
･実

数
）

③
参

加
校

数
（
延

べ
･実

数
）

③
参

加
校

数
（
延

べ
･実

数
）

④
満

足
度

④
満

足
度

④
満

足
度

-

2
-
3
)テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

作
成

Ｗ
Ｓ

の
公

開
・
実

施
達

成
度

※
１

（
５

段
階

）
前

年
度

比
(％

)
3
-
3
)職

員
の

た
め

の
講

師
養

成
講

座
の

実
施

達
成

度
※

１

（
５

段
階

）
前

年
度

比
(％

)

①
プ

ロ
グ

ラ
ム

数
①

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

②
参

加
者

数
（
定

員
・
加

盟
校

教
員

数
）

②
参

加
者

数
（
定

員
・
加

盟
校

職
員

数
）

③
参

加
校

数
（
延

べ
･実

数
）

③
参

加
校

数
（
延

べ
･実

数
）

④
満

足
度

④
満

足
度

S
P

O
D

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

達
成

度
※

１

（
５

段
階

）
前

年
度

比
(％

)
2
-
4
)各

種
Ｆ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
・
実

施
達

成
度

※
１

（
５

段
階

）
前

年
度

比
(％

)

⑤
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
閲

覧
数

①
プ

ロ
グ

ラ
ム

数

⑥
P

D
F
資

料
等

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

数
②

参
加

者
数

（
定
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平成２８年度徳島大学全学ＦＤ推進プログラム 

「授業設計ワークショップ」実施要項

１ 目  的 

各大学における教育の質向上への課題が高まる中，実質的なＦＤの取り組みを進めるための

全学ＦＤ推進プログラムの一つとして，本ワークショップを毎年実施しています。このワーク

ショップでは，教育の質向上及び問題解決のための相互交流と日常的な教育改善を重視してい

ます。また，授業について教員同士が学び合う場を提供する事で，教育の質向上のためのコミ

ュニティ形成につながることを期待しています。

２ 目 標 

１．ＦＤ活動の理念，活動計画を理解することができる

２．授業を計画し，実施し，評価する方法を体得することができる

３．授業研究の仕方を理解し，実践することができる

４．ＦＤ参加者同士の仲間づくりができる

３ 概 要 

このワークショップでは，主に授業設計と教育技術に関する理論と実践を学んでいきます。

主な活動内容は，シラバスと授業計画の作成，模擬授業です。体験を通して，授業の目的，到

達目標の設定，授業実施の留意点，評価方法等について理解し，具体的な授業計画を立て，模

擬授業を実施します。これらの活動を通してご自身の授業について考え，振り返ることで，実

践的な教育力の向上を目指します。（ワークショップまでにシラバスと授業計画書を一度作成

頂くことになります。）

４ 実 施 日 平成２８年６月１８日（土）・１９日（日）

５ 実施場所 南常三島キャンパス 総合科学部地域連携プラザ２階 地域連携大ホール

  （けやきホール）他

６ 研修プログラム 別紙のとおり

７ 対 象 者 （１）徳島大学 

・学外より，講師または准教授採用後１年以内の教員

・学内で，助教から講師または准教授昇任後１年以内の教員
（ただし，所属が研究部以外のセンター等，病院の場合，及びプロジェクト採用などの場合は除

く。）

・学部等から推薦を受けた者（助教及び教授等）及び希望者

・平成２７年度「授業設計ワークショップ」欠席者

【参加免除について】以下に該当する場合，参加が免除されます。 
①学外で同様の研修を受けた場合（他大学等での研修修了者については，研修内容等がわ

かる資料を提出の上，個別に対応する。ただし，原則「授業参観・授業研究会」，３年以内

に「ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ」への参加をすることが望ましい。）

②診療業務を主に担当している場合

【研修の代替について】
やむを得ない理由により本研修を欠席する者で，ＳＰＯＤ*の同様の研修に参加し

た場合は，授業設計ワークショップの代替を認める。（ただし，原則「授業参観・授業研

究会」，3 年以内に「ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ」への参加をするこ

とが望ましい。）

（２）ＳＰＯＤ*加盟校 

ＳＰＯＤ加盟校の大学・短期大学・高等専門学校の新任教員（若干名）
*ＳＰＯＤ＝四国地区大学教職員能力開発ネットワーク

８ 参 加 費  無料

９ そ の 他 「授業設計ワークショップ」対象者は，「授業参観・授業研究会」を受講し，その後，

３年以内に「ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ」を受講することが

望ましい。

※「授業参観・授業検討会」の詳細は，

http://www.tokushima-u.ac.jp/cue/fd/をご覧ください。 

※「ティーチング・ポートフォリオ」の詳細は， 

http://www.teaching-portfolio-net.jp/をご覧ください。 

10 主 催 徳島大学ＦＤ委員会／四国地区大学教職員能力開発ネットワーク
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授業設計ワークショップ日程（第１日目）

日時：平成 28年 6月 18日（土） 

場所：南常三島キャンパス 総合科学部地域連携プラザ 2階 地域連携大ホール 

（けやきホール）  

時 刻 内   容 講師・担当者 備 考 

9：00－9：30 
・受付 （けやきホール） 

※9:20 までにお集りください 

7:00AM 徳島市に「大

雨警報かつ暴風警

報」または「洪水警

報かつ暴風警報」が

出ていたら中止 

9：30－10：00 

（１）オリエンテーション    

・はじめに（副学長より挨拶） 

・進め方とスタッフ紹介 

・研修のねらいと意義 

宮田政徳（進行） 

副学長（教育担当） 

高石喜久 

ＦＤ委員会委員長 

赤池雅史 

10：00－10：30 
（２）アイスブレイク「課題・目標設定」 

・参加者自己紹介・交流 
上岡麻衣子 

10：30－11：20 

（３）講義・ワーク「アクティブ・ラーニング」 

・アクティブ・ラーニングの理論と効果 

・学生の深い学びを促すには 

新原将義 

11：20－12：00 
（４）講義「成績評価の仕方」 

・成績評価の意義・方法 
川野卓二 

12：00－13：00 休憩  各自で昼食 ＊生協休業 

13：00－14：50 

<途中小休憩含む> 

（５）講義・ワーク「よりよい授業実施のために」 

・反転授業の理論と実践 

・学習を省察するポートフォリオの活用 

・シラバス・授業計画書の書き方 

金西計英 

宮田政徳 

14：50－15：00 休憩 

15：00－16：00 

（６）講義・ワーク「実践事例で学ぶ授業 Tips」 

・学生の学習を促す授業方法 

・学生の学習を促す授業実践事例 

久保田祐歌 

16：00－16：10 休憩 

16：10－17：45 

（７）講義・ワーク「授業計画」 

・シラバス・授業計画書の修正  

・2日目の模擬授業の進め方について 

スタッフ全員 

18：00－20：00 交流会（任意参加） 宮田政徳 生協食堂２階 



授業設計ワークショップ日程（第２日目）

日時：平成 28年 6月 19日（日） 

場所：共通教育 4号館 202講義室 他 

（集合後、模擬授業を実施する教室へ移動します。） 

時 刻 内   容 講師・担当者 備考 

9：00－9：30 
・集合、模擬授業準備

（教材印刷が必要な場合は 9:00集合） 
スタッフ

集合：共通教育 

4号館 202講義室 

9：30－12：10 

（８）模擬授業実施（グループで実施）

・FD委員紹介、流れの確認

【模擬授業の流れ】（1人 25 分×4人（休憩適宜）） 

・シラバス・授業計画書等の紹介（5分）

・模擬授業の実施（15 分）

・授業検討会（10分）

→チェックリストをもとによかった点、改善点等

を検討する。

各班司会：FD 委員 

ワーク支援：

スタッフ全員

<模擬授業実施手順> 

教室：各班グループ部

屋へ移動 

12：10－13：10 休憩  各自で昼食 ＊生協休業 

13：10－13：40 

（９）模擬授業の振り返り

・模擬授業検討会を受けて授業の改善点

・今後のアクションプラン

川野卓二 
共通教育 4号館 

202講義室 

13：40－14：00 

（１０）教育力開発コース概要

・教育力開発コースの意義・内容

・ティーチングポートフォリオの意義・効果

久保田祐歌 

ＴＰ作成経験者 

14：00－14：40 

（１１）プログラムのまとめ

・講評

・修了証書授与

・アンケート

・おわりの言葉

ＦＤ委員会副委員長 

小山晋之 

ＦＤ委員会委員長 

赤池雅史 



平成 28 年度 第 26／27 回 愛媛大学授業デザインワークショップ実施要項 

１．主 催

第 26 回 愛媛大学 教育・学生支援機構 教育企画室（教職員能力開発拠点） 
第 27 回 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD） 

２．期 日

第 26 回 平成 28 年 7 月 2 日（土）～7 月 3 日（日）いまばり湯ノ浦ハイツ（宿泊研修） 
第 27 回 平成 28 年 8 月 31 日（水）～9 月 2 日（金）愛媛大学城北キャンパス（通い型） 

（同じ内容ですのでどちらか一方の参加となります。）

＜第 26回＞ 

集合・出発時刻  1日目 8:00  愛媛大学城北キャンパス正門前集合 

8:10  出発（マイクロバスで移動） 

※現地までは，原則として，愛媛大学から出発するマイクロバスでの移動をお願いします。

解散時刻    2日目 15:00 愛媛大学城北キャンパス正門前解散 

※詳細については以下のスケジュールをご参照ください。 

＜第 27回＞ 

集合・開始，終了時刻 1 日目 9時 50 分集合，10:00開始，19:30終了予定（交流会含む） 

2 日目  9時 50 分集合，10:00開始，17:00終了予定 

3 日目 8時 50 分集合， 9:00開始，13:00終了予定 

※詳細については以下のスケジュールをご参照ください。 

※上記日程でご都合が合わない方は，徳島大学，香川大学，高知大学においても同様の研修を実施し

ておりますので，そちらの研修にご参加ください。（詳細は 13に表示）

３．場 所

＜第 26 回＞いまばり湯ノ浦ハイツ 
〒799-1525 愛媛県今治市湯ノ浦 23 番地 電話 0898-48-2000 
URL: http://www.yunoura-h.or.jp/ 

＜第 27 回＞愛媛大学城北キャンパス 
〒790-8577 愛媛県松山市文京町 3 番 
http://www.ehime-u.ac.jp/access/johoku/index.html 

４．参加対象者（一度参加した者は除く）

１）一昨年度から今年度にかけて大学等に採用された，授業担当または担当予定の教員（授業担当

経験 5 年以上を除く） 
２）参加を希望する教員

３）愛媛大学テニュア・トラック教員

５．定員

＜第 26 回＞20 名程度 ＜第 27 回＞20 名程度 

６．実行委員

弓削 俊洋（実行委員長，教育・学生支援機構長）   小林 直人（学長特別補佐，教育企画室長）

中井 俊樹（教育企画室教授）   仲道 雅輝（教育企画室講師）

清水 栄子（教育企画室講師）  村田 晋也（教育企画室講師）

小林 忠資（教育企画室特定研究員）    加地 真弥（教育企画室特定研究員） 

濱元 悠子（教育企画チーム） 谷本 洋子（能力開発室）

７．目的

授業を担当するにあたって必要となる基礎的な知識と技術を学びます。具体的には，授業の構想・

設計・実施・評価に関わる一連の過程をグループ作業として体験し，参加者相互の話し合いを経てそ

れに関する能力を身につけます。
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８．目標

１）適切な目的・目標設定ができるようになる。

２）わかりやすいシラバスを書けるようになる。

３）様々な授業方法を知り，目的・目標にあった方法を選択できるようになる。

４）様々な成績評価方法を知り，目的・目標にあった方法を選択できるようになる。

５）学生参加型のグループ作業を，自らの授業で導入することができるようになる。

９．研修形態

１）体験型研修です。複数のセッションに分かれて，ミニ講義とグループ作業を繰りかえします。

２） 異なる学部の教員が，普段着で肩書きなしの対等な意見交換をすることで，学習効果を高めます。

３）研修自体がグループ学習形式であり，学生参加型授業を体験します。

４）全員が 10 分間の模擬授業を行います。

１０．その他

１)研修が長時間に渡りますので，普段着でお越しください。

２)参加費として，第 26 回（7 月実施）は，13,000 円（宿泊費，食費，交流会費など），第 27回
（9 月実施）は，5,000 円程度（食費，交流会費など）を当日会場で徴収します。詳細は後日お

知らせします。

なお，ご都合により参加できなくなる場合は，１週間前までに必ずご連絡ください。ご連絡がな

い場合は，参加費をご負担いただくことがあります。

３)第 26 回（7 月実施）に参加する愛媛大学の教員は，出張扱いとなりますので，各部局の総務担当

にお問い合わせ願います。また，愛媛大学正門から会場までのマイクロバスを運行しますので，

ご利用ください。

４)当日，カメラとビデオカメラでの撮影を行いますので了承ください。

５)修了証書は，全日程を参加された方のみに授与されますので，あらかじめご了承ください。

６)事前にアンケートをお願いすることになりますのでご協力お願いいたします。

１１．お申し込み・問い合わせ

参加申込書（様式１）によりお申し込みください。 

＜愛媛大学申し込み・問い合わせ先＞ 

E-mail： opar@stu.ehime-u.ac.jp TEL：(089)927-8922（担当 加地）

１２．プログラム日程（宿泊研修の予定）

○第 26 回（7月実施）スケジュール

9:30 現地到着

時刻 内容 

9:30－9:40 

(1) オリエンテーション

・研修の目的・目標の確認

・スタッフ紹介とお願い

9:40－10:10 

(2) アイスブレーキング

・自己紹介

・グループワーク

10:10－10:40 
(3) ミニ講義Ⅰ

「何が学生の学びを促進するのか」

10:40－11:10 

(4) ミニ講義Ⅱ

「シラバスの書き方」

・目標設定

11:10－11:50 

(5) ミニ講義Ⅲ

「コース設計＆クラス設計の考え方」

・1科目（コース）の授業計画の立て方



11:50－12:00 

(6) グループワークⅠ「共通教育科目の開発Ⅰ」

・目標設定

・授業計画

・シラバス作成

12:00－13:00 集合写真撮影・昼食・休憩 

13:00－14:00 

(適宜休憩) 

(7) グループワークⅡ「共通教育科目の開発Ⅰ」

・目標設定

・授業計画

・シラバス作成

14:00－14:35 

(8) ミニ講義Ⅳ「様々な授業方法」

・講義形式のメリット・デメリット

・双方向型授業のコツ

・体験型授業

・参加型授業

14:35－15:35 

(適宜休憩) 

(9) グループワークⅢ「共通教育科目の開発Ⅲ」

・シラバス作成

・授業計画と評価計画

15:35－16:10 

(10)ミニ講義Ⅴ「学習評価の基本」

・学習評価の目的

・評価の方法と評価対象

16:10－17:10 

(11) 中間発表

・発表 3分

・コメント 15 分

17:10－18:00 

(12) ミニ講義Ⅴ「クラス設計」

・90 分授業の基本構成

・90 分（クラス）の授業計画

18:00－18:30 チェックイン、移動、休憩

第Ⅱ部 1日目（夜）プログラム日程 

時刻 内容 

18:30－20:00 夕 食・交流会 

20:00－21:30 (13)グループワークⅤ「共通教育科目の開発Ⅳ」

・授業計画案作成

21:30－ 自由時間・お風呂・お悩み相談 

※シラバス&授業計画案の提出（～21:30まで）

第Ⅲ部 ２日目（朝・昼）プログラム日程  

時刻 内容 

7:30－8:30 朝 食 



8:30－10:00 

(13)グループワークⅤ「共通教育科目の開発Ⅴ」

・模擬授業の練習

※シラバス・フィードバック（スタッフ）

10:00－12:00 

(14)模擬授業

・模擬授業  10分 

・討議・検討   15分 

12:00－12:30 

(15)閉会式

・グループ作業の振り返り学んだことは何か？（どう実践に活かすか？）

・修了証書授与

・閉会の言葉

12:30－13:30 昼 食 

13:45 現地出発予定 

※内容等予定は変更になることがございます。

○第 27 回（9月実施）スケジュール

第Ⅰ部 1日目（朝・昼・夕）プログラム  

時刻 内容 

10:00－10:10 

(1) オリエンテーション

・研修の目的・目標の確認

・スタッフ紹介とお願い

10:10－10:50 

(2) アイスブレーキング

・自己紹介

・グループワーク

10:50－11:30 (3) ミニ講義Ⅰ「何が学生の学びを促進するのか？」

11:30－12:30 集合写真撮影・昼食・休憩 

12:30－13:05 
(4) ミニ講義Ⅱ「シラバスの書き方」

・目標設定

13:05－13:40 

(5) ミニ講義Ⅲ

「コース設計＆クラス設計の考え方」

・1科目（コース）の授業計画の立て方

13:40－15:50 

(6) グループワークⅠ「共通教育科目の開発Ⅰ」

・シラバス作成

・目標設定

・1科目（コース）の授業計画の立て方

15:50－16:30 

(7) ミニ講義Ⅲ「様々な授業方法」

・講義形式のメリット・デメリット

・双方向型授業のコツ

・体験型授業

・参加型授業

16:30－17:00 

(8) グループワークⅡ「共通教育科目の開発Ⅱ」

・シラバス作成

・授業計画

17:30－19:30 交流会 



第Ⅱ部 ２日目プログラム日程  

時刻 内 容 

10:00－10:20 (9) 振り返り・質疑応答 

10:20－11:00 

(10) ミニ講義Ⅳ「学習評価の基本」 

・成績評価の目的 

・評価の方法と評価対象 

11:00－12:00 
(11)グループワークⅢ「共通教育科目の開発Ⅲ」 

・授業計画の作成 

12:00－13:00 昼 食 

13:00－14:25 

(12) 中間発表 

・発表 3分 

・コメント 10 分 

14:25－15:15 

(13) ミニ講義Ⅴ「クラス設計」 

   ・90 分授業の基本構成 

   ・90 分（クラス）の授業計画 

15:15－17:00 
(14) グループワークⅣ「共通教育科目の開発Ⅳ」 

・授業計画の立て方 

第Ⅲ部 ３日目プログラム日程  

時刻 内 容 

9:00－10:00 
(15)グループワークⅤ「共通教育科目の開発Ⅴ」 

・授業の練習 

10:00－12:30 

(16)模擬授業（導入の 10分） 

・授業紹介  

・模擬授業   10 分 

・討議・検討    15分 

12:30－13:00 

(17)閉会式 

・振り返り（学んだことは何か？どう実践に活かすか？） 

・修了証書授与 

・閉会の言葉 

※昼食はお弁当を準備いたします。 

※一日目の交流会はできる限りご参加ください。 

※内容等予定は変更になることがあります。 

１３．他大学における新任教員プログラムのご案内

１）愛媛大学「授業デザインワークショップ」及び以下の徳島大学，香川大学，高知大学で開催されてい

る新任教員プログラムは，四国地区教職員能力開発ネットワーク(SPOD)内で標準化されおり，どの

プログラムを受講しても同様の効果を得ることができます。 

２）以下のプログラムの受講を希望される方は各大学申し込み先にご連絡ください。 

３）以下のプログラムは，愛媛大学テニュア・トラック制度における PD 認定プログラムとして認定され

ています。受講する際は，別途，旅費等が必要になります。 



◆徳島大学「授業設計ワークショップ」 

【日程】6月 18 日(土)～6月 19 日(日) 

【会場】徳島大学大学開放実践センター2階（6号館 201） 

【申し込み先・問い合わせ先】 

徳島大学総合教育センター（担当/上岡） 

TEL：088-656-7686 

E-mail:kykikakuk@tokushima-u.ac.jp 

◆香川大学「よりよい授業のための FD ワークショップ」 

【日程】9月 15 日（木）～16 日（金） 

【会場】休暇村讃岐五色台（香川県坂出市） 

【申し込み先・問い合わせ先】 

香川大学教育・学生支援室修学支援グループ 

TEL：087-832-1153 

E-mail：gakusenm4@jim.ao.kagawa-u.ac.jp 

◆高知大学「学生の学びを支援する授業準備ワークショップ」 

【日程】8月 30 日(火)～8月 31 日(水） 

【会場】高知大学共通教育棟 3号館 1階 310教室 

【申し込み先・問い合わせ先】 

高知大学学務部学務課 

TEL：088-844-8144 

E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp 

mailto:sokyoyot@jim.ao.kagawa-u.ac.jp


 ＳＰＯＤ研修アンケート集計結果

研修名：平成２８年度大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅠ）
実施日：平成２８年５月９日（月）～５月１１日（水）
実施会場：高知大学（朝倉キャンパス）メディアの森３Ｆ講義室大
当日参加者数：６３名
アンケート回答者数：６２名

１．参加者ご自身について

(1) 所属先

回答数 割合
① ４年制大学 58 93.5
② 短期大学 0 0.0
③ 高等専門学校 4 6.5
④ その他（ 　） 0 0.0

計 62 100.0

(2) 所属先の設置者

回答数 割合
① 国（国立大学法人） 50 80.6
② 地方自治体(公立大学法人を含む) 4 6.5
③ 学校法人 8 12.9
④ その他(独立行政法人) 0 0.0

計 62 100.0

(3) 現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。(具体的に)
別紙記載

２．この研修について

(1) 研修目的や内容についてある程度知った上で参加した

回答数 割合
④ そう思う 19 30.6
③ どちらかといえばそう思う 32 51.6
② どちらかといえばそう思わない 9 14.5
① そう思わない 2 3.2

計 62 100.0

(2) 自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した

回答数 割合
④ そう思う 26 41.9
③ どちらかといえばそう思う 20 32.3
② どちらかといえばそう思わない 13 21.0
① そう思わない 3 4.8

計 62 100.0

(3) 研修内容をすぐに活用しなければならない状況で参加した

回答数 割合
④ そう思う 16 25.8
③ どちらかといえばそう思う 30 48.4
② どちらかといえばそう思わない 11 17.7
① そう思わない 5 8.1

計 62 100.0
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(4) 上司はこの研修への参加を肯定的に捉えている

回答数 割合
④ そう思う 43 69.4
③ どちらかといえばそう思う 15 24.2
② どちらかといえばそう思わない 4 6.5
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(5) 研修の実施時期は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 18 29.0
③ どちらかといえばそう思う 20 32.3
② どちらかといえばそう思わない 15 24.2
① そう思わない 9 14.5

計 62 100.0

(6) 研修会場は快適な環境だった

回答数 割合
④ そう思う 7 11.3
③ どちらかといえばそう思う 24 38.7
② どちらかといえばそう思わない 26 41.9
① そう思わない 5 8.1

計 62 100.0

(7) 研修時間は研修目的を達成するために丁度良い長さだった

回答数 割合
④ そう思う 11 17.7
③ どちらかといえばそう思う 36 58.1
② どちらかといえばそう思わない 13 21.0
① そう思わない 2 3.2

計 62 100.0

(8) 事務局は手際よく研修を運営していた

回答数 割合
④ そう思う 37 59.7
③ どちらかといえばそう思う 24 38.7
② どちらかといえばそう思わない 1 1.6
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(9) 事務局の対応は丁寧だった

回答数 割合
④ そう思う 48 77.4
③ どちらかといえばそう思う 14 22.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(10) 新たに人的つながりをつくることができた

回答数 割合
④ そう思う 43 69.4
③ どちらかといえばそう思う 13 21.0
② どちらかといえばそう思わない 6 9.7
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0
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(11) 研修は全体的に満足できるものだった

回答数 割合
④ そう思う 29 46.8
③ どちらかといえばそう思う 31 50.0
② どちらかといえばそう思わない 2 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(12) 今後もこの研修を継続していくべきだと思う

回答数 割合
④ そう思う 41 66.1
③ どちらかといえばそう思う 17 27.4
② どちらかといえばそう思わない 4 6.5
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

３．「高等教育職員入門」研修について

(1) 研修は自分の業務に活かせる内容だった

回答数 割合
④ そう思う 35 56.5
③ どちらかといえばそう思う 25 40.3
② どちらかといえばそう思わない 2 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(2) 研修の内容は十分に理解できた

回答数 割合
④ そう思う 30 48.4
③ どちらかといえばそう思う 30 48.4
② どちらかといえばそう思わない 2 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(3) 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 20 32.3
③ どちらかといえばそう思う 41 66.1
② どちらかといえばそう思わない 1 1.6
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(4) 講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 37 59.7
③ どちらかといえばそう思う 22 35.5
② どちらかといえばそう思わない 3 4.8
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(5) 研修は満足出来るものだった

回答数 割合
④ そう思う 33 53.2
③ どちらかといえばそう思う 27 43.5
② どちらかといえばそう思わない 2 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0
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４．「メンタルヘルス・セルフケア」研修について

(1) 研修は自分の業務に活かせる内容だった

回答数 割合
④ そう思う 35 56.5
③ どちらかといえばそう思う 26 41.9
② どちらかといえばそう思わない 1 1.6
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(2) 研修の内容は十分に理解できた

回答数 割合
④ そう思う 44 71.0
③ どちらかといえばそう思う 16 25.8
② どちらかといえばそう思わない 2 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(3) 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 32 51.6
③ どちらかといえばそう思う 25 40.3
② どちらかといえばそう思わない 5 8.1
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(4) 講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 40 64.5
③ どちらかといえばそう思う 19 30.6
② どちらかといえばそう思わない 3 4.8
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(5) 研修は満足出来るものだった

回答数 割合
④ そう思う 36 58.1
③ どちらかといえばそう思う 22 35.5
② どちらかといえばそう思わない 4 6.5
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

５．「コミュニケーション入門」研修について

(1) 研修は自分の業務に活かせる内容だった

回答数 割合
④ そう思う 44 71.0
③ どちらかといえばそう思う 16 25.8
② どちらかといえばそう思わない 2 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

回答数 割合
④ そう思う 37 59.7
③ どちらかといえばそう思う 23 37.1
② どちらかといえばそう思わない 2 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(2) 研修の内容は十分に理解できた
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(3) 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 30 48.4
③ どちらかといえばそう思う 28 45.2
② どちらかといえばそう思わない 4 6.5
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(4) 講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 39 62.9
③ どちらかといえばそう思う 21 33.9
② どちらかといえばそう思わない 2 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(5) 研修は満足出来るものだった

回答数 割合
④ そう思う 37 59.7
③ どちらかといえばそう思う 23 37.1
② どちらかといえばそう思わない 2 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

６．「キャリア形成入門」研修について ※１名未受講

(1) 研修は自分の業務に活かせる内容だった

回答数 割合
④ そう思う 34 55.7
③ どちらかといえばそう思う 22 36.1
② どちらかといえばそう思わない 5 8.2
① そう思わない 0 0.0

計 61 100.0

回答数 割合
④ そう思う 36 59.0
③ どちらかといえばそう思う 24 39.3
② どちらかといえばそう思わない 1 1.6
① そう思わない 0 0.0

計 61 100.0

(3) 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 20 32.8
③ どちらかといえばそう思う 35 57.4
② どちらかといえばそう思わない 6 9.8
① そう思わない 0 0.0

計 61 100.0

(2) 研修の内容は十分に理解できた
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(4) 講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 44 72.1
③ どちらかといえばそう思う 15 24.6
② どちらかといえばそう思わない 2 3.3
① そう思わない 0 0.0

計 61 100.0

(5) 研修は満足出来るものだった

回答数 割合
④ そう思う 37 60.7
③ どちらかといえばそう思う 21 34.4
② どちらかといえばそう思わない 3 4.9
① そう思わない 0 0.0

計 61 100.0

７．「ビジネスマナー入門(文書編)」研修について ※１名未受講

(1) 研修は自分の業務に活かせる内容だった

回答数 割合
④ そう思う 39 63.9
③ どちらかといえばそう思う 22 36.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 61 100.0

(2) 研修の内容は十分に理解できた

回答数 割合
④ そう思う 30 49.2
③ どちらかといえばそう思う 30 49.2
② どちらかといえばそう思わない 1 1.6
① そう思わない 0 0.0

計 61 100.0

(3) 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 26 42.6
③ どちらかといえばそう思う 33 54.1
② どちらかといえばそう思わない 2 3.3
① そう思わない 0 0.0

計 61 100.0

(4) 講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 32 52.5
③ どちらかといえばそう思う 26 42.6
② どちらかといえばそう思わない 3 4.9
① そう思わない 0 0.0

計 61 100.0

(5) 研修は満足出来るものだった

回答数 割合
④ そう思う 34 55.7
③ どちらかといえばそう思う 26 42.6
② どちらかといえばそう思わない 1 1.6
① そう思わない 0 0.0

計 61 100.0
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８．「ビジネスマナー入門（マナー編）」研修について

(1) 研修は自分の業務に活かせる内容だった

回答数 割合
④ そう思う 44 71.0
③ どちらかといえばそう思う 17 27.4
② どちらかといえばそう思わない 1 1.6
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(2) 研修の内容は十分に理解できた

回答数 割合
④ そう思う 41 66.1
③ どちらかといえばそう思う 21 33.9
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(3) 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 35 56.5
③ どちらかといえばそう思う 24 38.7
② どちらかといえばそう思わない 3 4.8
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(4) 講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 41 66.1
③ どちらかといえばそう思う 19 30.6
② どちらかといえばそう思わない 2 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(5) 研修は満足出来るものだった

回答数 割合
④ そう思う 42 67.7
③ どちらかといえばそう思う 19 30.6
② どちらかといえばそう思わない 1 1.6
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

９．「危機管理入門」研修について

(1) 研修は自分の業務に活かせる内容だった

回答数 割合

④ そう思う 42 67.7

③ どちらかといえばそう思う 18 29.0

② どちらかといえばそう思わない 2 3.2

① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(2) 研修の内容は十分に理解できた

回答数 割合
④ そう思う 37 59.7
③ どちらかといえばそう思う 24 38.7
② どちらかといえばそう思わない 1 1.6
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0
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(3) 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 23 37.1
③ どちらかといえばそう思う 36 58.1
② どちらかといえばそう思わない 3 4.8
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(4) 講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 39 62.9
③ どちらかといえばそう思う 19 30.6
② どちらかといえばそう思わない 4 6.5
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

(5) 研修は満足出来るものだった

回答数 割合
④ そう思う 37 59.7
③ どちらかといえばそう思う 24 38.7
② どちらかといえばそう思わない 1 1.6
① そう思わない 0 0.0

計 62 100.0

10．受講して良かったと思われる点を，具体的にお書きください。
別紙記載

11.研修をよりよいものをするために改善すべき点があれば，具体的にお書きください。
別紙記載
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１（３）現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。（具体的に） 

・ビジネスマナー（３４）

・コミュニケーション能力（１５）

・危機管理能力（１２）

・専門知識（１１）

・パソコン（エクセル・ワード等）の知識（９）

・語学（３）

・実務（３）

・プレゼンテーション能力（２）

・メンタルヘルス（２）

・キャリア形成能力（２）

・指示を明確に聞き行動すること

・気配り，配慮

・自分に自信がなく，人前で発言することや，教えたりすることを不得意としているため，

キャリアを積んで，自信につなげ苦手な部分を克服したい。

・大学法人というものへの理解

・解らない事を学ぶこと→自信のバックグラウンドの強化。

１０．受講して良かったと思われる点を，具体的にお書きください。 

・普段接することのない方と，話す機会をもつことができて良かった。（１２）

・コミュニケーション，ビジネスマナーなど，具体的な内容を勉強できたこと。（９）

・社会人としての基本的な心構えを教わることができた。（５）

・大学職員として必要な知識を得ることができ，曖昧だったものも再確認できた。（４） 

・グループワークを取り入れることで，講義に集中することができた。（３）

・他大学の情報をたくさん手に入れることができた。自分の部署で年齢が近い方がいない

ため，何かを相談できる仲になれたらいいなと思った。（３） 

・普段何気なくやっていることを見直す良い機会となった。（３）

・新任職員という同じ立場の方と交流できたこと。（２）

・コミュニケーション，ビジネスマナーなど，社会人としての基礎スキルを見直すことが

でき，自分のキャリアについて改めて考えるきっかけになった。（２） 

・危機管理入門は知らない分野であったため，有意義だった。（２）

・大学職員に求められるマナーやスキルについて詳細に知ることができ，自分の職場にお

いても必要な知識と感じた。（２） 

・報告・連絡・相談・５Ｗ１Ｈなど，仕事において重要な基本的なところを，改めて知る

ことができた。（２）

・大学職員として働くということを改めて考えることができた。



・講義のレベルがちょうど良かった。

・社会人経験があるため，今までの自分の価値観や考え方と違う部分を知ることができて

良かった。 

・危機管理やメンタルについて自覚することができた。

・これからの仕事に対しての向上心を持つ良い機会となった。

・危機管理入門については，すぐに起きる可能性のあるものだということを再確認するこ

とができた。 

・マニュアルについてしっかりと知っておこうと思った。

・最後の振り返りは，全日程を思い出すとともに,自分の班以外で話したことを聞くこと

ができて良かった。

・職場で見聞きしていたこと（公文書・危機管理等）を具体的に知ることができて良かっ

た。

・今まで自己流で不安を感じながらやっていたことの具体的な解決法を授業で得られた。 

・今の自分の立場ですべき事を考えることができた。

・自分に足りない部分を改めて感じることができ，自分の目指したいところが明確になっ

たため，やる気が湧いた。 

１１.研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば，具体的にお書きください。 

・会場が狭い。（１３）

・時期的にもう少し早く受講できると，４月からの業務に活かせるという意味で良かった

と思う。（４） 

・休憩時間が短い。（３）

・ビジネスマナーの演習をもっとして欲しい。（３）

・会場までの交通が不便。（２）

・月の上旬及び中旬は前の月の作業が忙しいので，月の下旬に行う方が負担が少なく，参

加しやすい。（２） 

・時間指定があるグループワークにおいて，時間が曖昧で，いつ終わるのか，どこまで話

したら良いのかがわからなかった。

・全てのセミナーを受講しなくてもいいよう，選択制にして欲しい。

・講義のスピードがもっと早くても良いと感じた。

・開催曜日の調整（休み明けは仕事が忙しい）。

・質疑応答のタイミングが欲しかった。

・以前受けていたものと，若干内容が被るものがあったので，再度受けるよりかは，違う

内容のものが良かった。

・ＰＣ（エクセル・ワード）の講習をして欲しい。

・今後も継続的に開催して欲しい。



・１コマ３時間などみっちり研修できてとても良かったが，もう少し時間が短い方が集中

力は持続するのではないかと思う。 

・研究資金の獲得が重要だと学んだが，研究資金の知識がないので，是非教えていただき

たい。 

・パワーポイントの文字が小さい（多い）。 

・最終日の日程が長いため，帰りのバスがぎりぎりだった。 
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